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三菱電子式マルチ指示計器
ME110Gシリーズ

2024年11月作成Y-0812 2411(MEE) この印刷物は2024年11月の発行です。なお、お断りなしに仕様を変更することがありますのでご了承ください。

三菱電子式マルチ指示計器 ME110Gシリーズ

すぐ欲しい、今使いたいを、即注文!「三菱電機FAソリューションWeb Shop」
お客様のものͮくりをトーλルでご支ԉするศ利なウェϒシϣップです。FA製品のখ口・
でのご注จだけでなく、ものͮくりやಇき方の変Խに対Ԡしたサービス・トϨーχϯάٸۓ
スクールもごఏڙします。https://fa-webshop.MitsubishiElectric.co.jp/

三菱電機のF�'!DUPSZίϯセプトは'"技術と*5技術を׆用して։発費用の
生産性の向上および保守の改ળにより、ʠ一าઌを行くʡものͮくりを指す、ݮ
ことです。このίϯセプトはF�'!DUPSZ アラΠアϯスύートφーによってサϙート
され、ソフトウΤア、機器とシステムΠϯテάϨーシϣϯをแׅし最適Խされた
F�'!DUPSZアーΩテクνϟーにより、ΤϯドϢーβーのχーζと、より合理的な
ࢿプラϯをຬたします。

お問い合わせは下記へどうぞ

電話技術相談窓口

お問い合わせの際には、ࠓ一電൪߸をお確かめの上、おֻけ間ҧいのないようお願いகします。

三菱電機FAサイト

安全に関するご注意
● 本カタログに記載された製品を正しくお使いいただくため、ご使用の前に必ず「取扱説明書」をよくお読みください。
● 安全のため接続は電気工事、電気配線などの専門技術を有する人が行ってください。

ご࠾用に際してのご注意
● 本製品を、原子力用、電力用、航空宇宙用、医療用、乗用移動体用の機器あるいはシステムなど特殊用途への適用をご検討の際には、当社の営業担当窓口までご照会ください。
● 当社の責に帰すことができない事由から生じた損害、当社製品の故障に起因するお客様での機会損失、逸失利益、当社の予見の有無を問わず特別の事情から生じた損害、
二次損害、事故補償、当社製品以外への損傷およびその他の業務に対する補償については、当社は責任を負いかねます。

他社ඪについて
● iPhone は、Apple Inc. の米国およびその他の国における登録商標です。iPhone の商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
● App Store は、Apple Inc. のサービスマークです。
● MODBUS は、Schneider Electric USA Inc. の登録商標です。
● その他、記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。
● 本文中で、“TM”、“®”などの商標記号は明記していない場合があります。

〒110-8310 東京都千代田区丸の内2-7-3（東京ビル）

対象機छ 電൪߸ 受時間

電力管理用計器 電力ྔ計/スϚートϝーλー /計器用変器/指ࣔ電ؾ計器/管理用計器/λΠムスΠッν 052-719-4556
月༵ʙ༵ۚ 9ɿ00ʙ19ɿ00
༵・ॕ 9ɿ00ʙ17ɿ00
（य़ق・Նق・࢝のٳを除く）

本社機器営業第一部（関東・甲信地区） 〒110-0016 東京都台東区台東1-30-7（秋葉原アイマークビル3Ｆ）  (03) 5812-1353
本社関越機器営業部（新潟地区） 〒950-8504 新潟市中央区東大通2-4-10（日本生命新潟ビル8F）  (025) 241-7227
北海道支社 〒060-0042 北海道札幌市中央区大通西３-11（北洋ビル）  (011) 212-3789
東北支社 〒980-0013 宮城県仙台市青葉区花京院1-1-20（花京院スクエア）  (022) 216-4554
北陸支社 〒920-0031 石川県金沢市広岡3-1-1（金沢パ -クビル）  (076) 233-5501
中部支社 〒450-6423 愛知県名古屋市中村区名駅3-28-12（大名古屋ビルヂング22Ｆ）  (052) 565-3341
豊田支店 〒471-0034 愛知県豊田市小坂本町1-5-10（矢作豊田ビル）  (0565) 34-4112
関西支社 〒530-8206 大阪府大阪市北区大深町4-20（グランフロント大阪タワーＡ）  (06) 6486-4096
中国支社 〒730-8657 広島県広島市中区中町7-32（ニッセイ広島ビル）  (082) 248-5296
四国支社 〒760-8654 香川県高松市寿町1-1-8（日本生命高松駅前ビル）  (087) 825-0072
九州支社 〒810-8686 福岡県福岡市中央区天神2-12-1（天神ビル）  (092) 721-2243
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1

社会課題とME110Gシリーズによる課題解決のご提案

人間の活動により排出されるCO2 = 森林などが吸収するCO2

CO2の排出 CO2の吸収CO2 CO2 CO2 CO2

■カーボンニュートラルの実現

建設業・製造業の業界における課題として以下のような点が挙げられます。

製造工程効率化
・設定項目、試験項目が
多くて時間がかかる
・決まったタイミングでしか
作業ができない

作業時間の短縮
・停電作業の時間が短い
・短期間での製作
・時間外労働時間の規制強化

作業の属人化
・熟練作業者しかできない作業
・データの管理方法

CO2排出量の把握
・カーボンニュートラルへの対応

このようなことで
お困りでは
ありませんか？

■生産年齢人口の減少

͓
Α
ͦ 7,500万人

2020年

引用ࢿ料ɿ国立社会保障・人口問ڀݚ所「本のকདྷਪ計人口（ྩ5ਪ計）」

2030年

7,000万人͓
Α
ͦ

2040年

6,000万人͓
Α
ͦ

2060年

5,000万人
となる見込み

͓
Α
ͦ
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無通電状態 &
かざすだけで設定が可能

アプリで設定 & 直感的操作で
簡単に設定値作成

アプリ上で設定データの
一括管理・共有が可能

白色バックライトLCDで
視認性向上

さ
・ ・ ・
らにユーザー別効率アップにつながる機能をご紹介！
╚設計・製造 12頁　　╚施工 14頁　　╚保守 16頁

CO2換算機能により
CO2排出量を把握

ME110Gシリーズは
お客様の課題解決に
貢献します！

従དྷ品ME110SSシϦーζ ME110GシϦーζ

持続可能な
エネルギーの
確保と利用拡大

持続可能な産業化の
促進と技術革新の拡大

持続可能な
生産消費形態の確保

安心・安全・快適な
くらしの実現

FAやAI技術による
生産性の向上と
働きやすい職場環境
の整備

SDGs（17の目標）への貢献

気候変動及び
その影響の軽減

6
頁
へ

 10 
頁
へ

8
頁
へ

11
頁
へ

11
頁
へ
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ME110Gシリーズの魅力

M
E110G

シ
リ
ー
ズ
の
魅
力

■iPhoneをかざして、マルチ指示計器の設定が可能

、無ઢ通৴によってڑۙ
iPhoneをかざすだけで設定了

通電時だけでなく
無通電時でも設定可能

電を使用せず、
保守性をྀߟした設計

×100×100

×100×100

×100×100

×100×100

Before After

えーっと
設定するには、
設定Ϙλϯを
ԡしてʜ

かざすだけで設定完了!
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M
E110G

シ
リ
ー
ズ
の
魅
力

「いつでも」「どこでも」設定可能な
スマート設定を実現

■マルチ指示計器に通電されていなくても設定作業が可能

設定作業時に、機器へ電ݯをڅڙする
制がなく、ઢ前の状態や製品୯体
でも設定作業が可能

アプϦを使用した設定により、作業時間を50%ॖ
事前に設定σーλを作することで、現場での作業時間をߋにॖすることが可能です。
（当社調ࠪによる）

■設定時間の短縮

電ݯがなくてもiPhoneをかざす動作で設定可能な無通電設定機能を৽たに載
しました。
設定作業のॊೈ性により、൫製造現場や現地ਾけ時のʠ業務改ֵʡにݙߩします。

×100

×100

×100

×100

通電前 通電後

従来品
×100×100

×100×100

作業時間  約50%短縮

書き込み時間

ME110Gシリーズ

作成時間

特許登録済
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ME110Gシリーズの魅力

M
E110G

シ
リ
ー
ズ
の
魅
力

アプリで設定、直感的操作が可能
取扱説明書を見なくても、iPhoneのը໘からλップૢ作でかりやすい設定が
可能です。
設定に関するઐ用機器が不要な設定方法を実現しました。
取扱説明書が必要な際は、アプϦから؆୯にアクセスが可能です。

ME110G設定
（アプリアイコン）

意匠登録済
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M
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製作ਤ໘をجに事務所で
設定σーλを事前に作
可能

かざすҐ置がかるように、アプϦ上に
アχϝーシϣϯを用いたΨΠμϯスը໘でදࣔ

iPhoneのը໘を見ながら
λップૢ作でかりやすい設定が可能

意匠登録済
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ME110Gシリーズの魅力

M
E110G

シ
リ
ー
ズ
の
魅
力

社内共有可能

設定σーλ

フΝΠル
サーバー ϝール

トレーサビリティ管理に活用可能

設定作業のޮԽ、
設定σーλの一ݩ管理

設定データの共有が可能

トϨーサビϦテΟ管理に有ޮな機器ݻ有の製造൪߸と設定σーλを
関連けてಡみ出し、CSVࣜܗまたはPDFࣜܗに変換した設定ද
として出力する機能を実装しました。

作した設定σーλはϝールやフΝΠルサーバーで共有・
再利用が可能です。
設定σーλの一ݩ管理や作のޮԽにもݙߩします。

CSV
PDF
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CO2換算機能
使用電力ྔをCO2ഉ出ྔでදࣔし、ΧーϘϯχϡートラルの実現に向けたCO2

ഉ出ྔのѲにݙߩします。
また、CO2換ࢉの変ߋが可能で、ഉ出の変動にもॊೈな対Ԡが可能です。

白色バックライトLCDによる視認性向上

CO2ഉ出ྔのදࣔ設定を行うことで、
受電電力ྔから換ࢉしたCO2ഉ出ྔをදࣔ可能

ന৭バックラΠトLCDにより
現場環境でのߴいࢹ認性を実現

設置Ґ置の制を
受けにくい、
֯LCDを載ࢹߴ

ന৭バックラΠトLCDにより

指ࣔ電ؾ計器のओ機能であるLCDදࣔについては、ߴいࢹ認性と৴པ性を
確保しました。
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ユーザー別メリット

ユ
ー
ザ
ー
別
メ
リ
ッ
ト

╚機छの共用Խ・ඪ準Խにより選定がしやすくなりました。
╚外ܗおよび取けについては、従དྷ品のME110SSシϦーζと৽ޓچ換性を確保して
います。
╚定֨電圧440 V μΠϨクト入力対Ԡにより、400 V 回࿏で計器用変圧器のݮが
可能です。
╚点入力を最大5点用意しています。ः断器の։ด৴߸や過電流ܧ電器のܯใ৴߸を
ଓし、点の状態දࣔや通৴機能を備えることで、ԕִࢹが可能です。

5つの
効率UP!

盤製造業

選定・設計の効率UP

通৴機能

B/NET,
CC-Link,

MODBUS RTU

ः断器の։ด情ใ

過電流ܧ電器のܯใ৴߸

変流器 過電流ܧ電器

計器用変圧器

設計・製造
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ユ
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╚子記߸のίϯトラストとフΥϯトの৽により、ઢ作業時のࢹ認性が向上しました。

ME110GR-BH

原ੇ大

ME110SSR-BH

【代දྫ】

╚iPhoneをかざすだけで設定できるので、設定時間が大෯にॖできます。
╚無通電状態で設定できるので、「いつでも」「どこでも」設定が可能です。
╚設定アプϦの使用により、製造൪߸と関連けて設定σーλのಡみ出しが可能です。
設定σーλは設定දとして出力が可能で、社内管理情ใとして、トϨーサビϦテΟ
管理に׆用できます。
╚作した設定σーλはϝールやフΝΠルサーバーで共有・再利用も可能で、設定
σーλの一ݩ管理や作のޮԽが可能です。

組立の効率UP

設定・試験の効率UP

1側のCTのଓがٯの場合のը໘ྫ

╚入力ઢ確認サϙート機能により、電圧・電流入力ઢの
。しますݙߩにࢭଓ防ޡ
╚補ॿ電ݯのみでアφϩά・ύルス・ܯใ・通৴のテスト
৴߸出力が可能で、ループ試ݧや対向試ݧが容қに実施
できます。
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ユーザー別メリット

ユ
ー
ザ
ー
別
メ
リ
ッ
ト

電源（通電中）

╚無通電状態で設定できるので、ਾ工事前のٸな仕様変ߋにも対Ԡ可能です。
（VT・CTの定֨変ߋなど）

施工・試験の効率UP

事務所 現場（据付工事前）

工事業者
システムインテグレーター

施工

立上げ
効率
UP!
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設定データ

取扱説明書 過去の設定内容
閲覧

共有

設定フΝΠル໊ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

໊ܗ ME110GR-6APH(A)

製造൪߸ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

設定ϝχϡーNo. 設定項 設定 備ߟ

1.1 相ઢࣜ 1P3W_RNT

1.2 දࣔύλーϯ P04
・
・
・

中ԝࢹ

×100

テスト৴߸
（アφϩά、ύルス、ܯใ、通৴）

╚ iPhoneをかざすだけで設定できるので、設定時間が大෯にॖできます。
╚設定アプϦの使用により、製造൪߸と関連けて設定σーλのಡみ出しが可能です。
設定σーλは設定දとして出力が可能で、社内管理情ใとして、トϨーサビϦテΟ
管理に׆用できます。
╚設定アプϦから過ڈの設定内容の確認や取扱説明書へ؆୯にアクセスできます。ٸな
トラϒルが発生した際の対Ԡも、ύソίϯがなくても修正が可能です。

╚補ॿ電ݯのみでアφϩά・ύルス・ܯใ・通৴のテスト৴߸出力が可能で、現場での
通৴テストなど、上Ґ装置との対向試ݧを容қに実施できます。
╚入力ઢサϙート機能により、電圧・電流入力ઢのޡଓ防ࢭにݙߩします。



効率
UP!
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ユーザー別メリット

ユ
ー
ザ
ー
別
メ
リ
ッ
ト

運用・点検の効率UP

╚ന৭バックラΠトLCDの࠾用によりࢹ認性が向上しました。

╚Ϟーλの電流ࢹを行う際に、Ϟーλ࢝動電流Ϛスク機能を使用することで、࢝動
電流による最大ߋ৽やܯใ出力を防ࢭできます。

電気管理者

保守

くっきり ! はっきり !
さらに見やすく

従དྷ品ME110SSシϦーζ ME110GシϦーζ
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ユ
ー
ザ
ー
別
メ
リ
ッ
ト

機器更新のしやすさUP

╚ฏۉԋࢉや不ฏߧの計測要ૉを追加し、ߴ調計測次の計測範囲を֦大（13次
から19次へ）したことで、電ݯ品質の確認がしやすくなりました。
╚CO2ഉ出ྔのදࣔ設定を行うことで、受電電力ྔから換ࢉしたCO2ഉ出ྔが確認
可能です。また、CO2換ࢉの変ߋが可能で、ഉ出の変動にॊೈな対Ԡが
可能です。
╚受電・送電それͧれの計ྔとݸ別にύルス出力が可能なため、ଠཅޫ発電設備に
おける電力ྔ計ྔに使用できます。
╚ࣗՈফ費ܕଠཅޫ発電設備でଟく使用されているMODBUS RTU通৴にも対Ԡして
います。

╚運転時間計測が可能であり、設定した時間を超過するとܯใ出力も可能なため、
機器使用期間のѲができ、λΠムϦーな機器ߋ৽を支ԉします。

╚Ϛルν指ࣔ計器の本体ը໘からでも、アプϦからでも໊ܗや製造൪߸などの情ใを
確認可能です。൫の内൶を։けずにϚルν指ࣔ計器の仕様が確認できます。
╚設定アプϦを使用することで、取けられているϚルν指ࣔ計器の設定内容をѲ
することができます。さらに、設定の変ߋやίϐーも可能です。
╚外ܗおよび取けについては、従དྷ品のME110SSシϦーζと৽ޓچ換性がある
ため、؆୯にߋ৽することが可能です。

ใ点ɿ։ܯ

【ใະ発生時ܯ】

ใ点ɿดܯ

【ใ発生時ܯ】
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4

機種ラインアップ

電子ࣜϚルν指ࣔ計器

外ܗɿ110 ʷ 110 mm

シϦーζ໊

R
F
BA
ɿ一般計測（機能限定品）
ɿ三相σϚϯド計測

H ɿܯใ出力 1点
PH ɿύルス出力 1点 ʴ ใ出力 1点ܯ
2APH ɿアφϩά出力 2点 ʴ ύルス出力 1点 ʴ ใ出力 1点ܯ
4AP ɿアφϩά出力 4点 ʴ ύルス出力 1点
4A2P ɿアφϩά出力 4点 ʴ ύルス出力 2点
4APH ɿアφϩά出力 4点 ʴ ύルス出力 1点 ʴ ใ出力 1点ܯ
6A2P ɿアφϩά出力 6点 ʴ ύルス出力 2点
6APH ɿアφϩά出力 6点 ʴ ύルス出力 1点 ʴ ใ出力 1点ܯ
BH ɿB/NET送 ʴ ใ出力 1点ܯ ʴ σδλル入力 3点
CH ɿCC-Link通৴ ʴ ใ出力 1点ܯ ʴ σδλル入力 3点
MBH ɿMODBUS RTU通৴ʴܯใ出力 1点ʴσδλル入力 3点

入出力・通信機能

■形名構成

ME 110 G - 4APHR

■ご注文の方法

指定がない場合は、ඪ準仕様（3P3W、アφϩά出力は 4 - 20 mA、จ仕様）で製作します。

໊ܗ 相ઢࣜ アφϩά出力 ӳจ仕様 

3P3W 4 - 20 mA
3P4W

˞1ɿ3P3W品は、1P2W / 1P3W / 3P3W共用、3P4W品は、1P2W / 1P3W / 3P3W（2CT）/ 3P3W（3CT）/ 3P4W共用です。
なお、3P4W品へ対Ԡしている機छは、ME110GR、ME110GR-4AP、ME110GR-4APH、ME110GR-4A2P、
ME110GR-BH、ME110GR-CH、ME110GR-MBHのみです。

˞2ɿアφϩά出力機能品のみの仕様です。1 - 5 V 品は0 - 5 V / 1 - 5 V 共用です。
なお、1 - 5 V 品へ対Ԡしている機छは、ME110GR-4AP、ME110GR-4APH、ME110GR-4A2P、ME110GF-2APHのみです。

˞3ɿӳจ仕様は、1P2W / 1P3W / 3P3W（2CT）/ 3P3W（3CT）/ 3P4W共用です。
なお、ӳจ仕様へ対Ԡしている機छは、ME110GR、ME110GR-4AP、ME110GR-4APH、ME110GR-4A2P、ME110GR-CH、

       ME110GR-MBHのみです。
˞4ɿアφϩά出力1 - 5 V とӳจ仕様を組合せた仕様は製作できません。

ME110GR-4AP 5 ӳจ

は必ずご指定ください。 は必要時ご指定ください。

1 - 5 V

ɿ一般計測

˞1 ˞2 ˞3  
˞4 

■対象機種形名

˞1ɿME110GRܗの三相4ઢࣜ品には、外部スΠッνはありません。

機種

回路 計測要素 入出力要素

形名

圧
ߴ
別
特

圧
ߴ
圧

流
電
流
電
ド
ϯ
Ϛ
σ

圧
電
圧
電
ド
ϯ
Ϛ
σ

力
電
力
電
ド
ϯ
Ϛ
σ

力
電
ޮ
無


力


प

ྔ
力
電
ޮ
無

流
電

調
ߴ

圧
電

調
ߴ

力
出
ά
ϩ
φ
ア

力
出
ス
ル
ύ

力
出
ใ
ܯ

（

SA,
ZA）

（

D
I）力

入
ル
λ
δ
σ

ME110GR形 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ ʵ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓˓ ˓ ˓ ˓ ˓

ʵ ʵ ʵ ʵ 2点 ʵ ME110GR

4点 1点 ʵ ʵ 2点 ʵ ME110GR-4AP

4点 1点 1点 ʵ 2点 ʵ ME110GR-4APH

4点 2点 ʵ ʵ 2点 ʵ ME110GR-4A2P

6点 1点 1点 ʵ 2点 ʵ ME110GR-6APH

6点 2点 ʵ ʵ 2点 ʵ ME110GR-6A2P

ʵ ʵ 1点 B/NET 2点 3点 ME110GR-BH

ʵ ʵ 1点

1点

CC-Link 2点 3点

3点

ME110GR-CH

ʵ ʵ MODBUS RTU 2点

2点

ME110GR-MBH

ME110GF形 ˓˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ ˓ ʵ ʵ ʵ ʵ ˓ ʵʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ʵ ʵ ʵ ʵ

ʵ

ʵ

ʵ

ʵ

ʵ

ME110GF

2点 1点

1点ʵ 1点 2点 ME110GF-PH

1点 2点 ME110GF-2APH

ME110GBA形 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓˓ ˓ ˓ ˓ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵʵ ʵ ʵ ʵ
ʵ ʵ ʵ ʵ 2点 ʵ ME110GBA

ʵ ʵ 1点 ʵ 2点 ʵ ME110GBA-H

C
O
2

ഉ
出
ྔ

֎
෦
ε
Π
ỽ
ν

ӡ
స
࣌
ؒ

ൃ
ఀ
ճ


௨
৴
ػ


ి
ྗ
ྔ
ớ
ड
ి
Ờ

ి
ྗ
ྔ
ớ
ૹ
ి
Ờ

詳細仕様は、三菱電子ࣜϚルν指ࣔ計器 取扱説明書をごࢀরください。
関連ࢿ料については、三菱電機FAサΠトよりμウϯϩードすることができます。
関連ࢿ料のμウϯϩードには事前に三菱電機FAサΠトのϝϯバーొとϩάΠϯが必要になります。

電力管理用計器 電力管理機器 μウϯϩード ʛ三菱電機FA（mitsubishielectric.co.jp）

1˞
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■対象機種形名

˞1ɿME110GRܗの三相4ઢࣜ品には、外部スΠッνはありません。　

機種

回路 計測要素 入出力要素

形名

圧
ߴ
別
特

圧
ߴ
圧

流
電
流
電
ド
ϯ
Ϛ
σ

圧
電
圧
電
ド
ϯ
Ϛ
σ

力
電
力
電
ド
ϯ
Ϛ
σ

力
電
ޮ
無


力


प

ྔ
力
電
ޮ
無

流
電

調
ߴ

圧
電

調
ߴ

力
出
ά
ϩ
φ
ア

力
出
ス
ル
ύ

力
出
ใ
ܯ

（

SA,
ZA）

（

D
I）力

入
ル
λ
δ
σ

ME110GR形 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ ʵ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓˓ ˓ ˓ ˓ ˓

ʵ ʵ ʵ ʵ 2点 ʵ ME110GR

4点 1点 ʵ ʵ 2点 ʵ ME110GR-4AP

4点 1点 1点 ʵ 2点 ʵ ME110GR-4APH

4点 2点 ʵ ʵ 2点 ʵ ME110GR-4A2P

6点 1点 1点 ʵ 2点 ʵ ME110GR-6APH

6点 2点 ʵ ʵ 2点 ʵ ME110GR-6A2P

ʵ ʵ 1点 B/NET 2点 3点 ME110GR-BH

ʵ ʵ 1点

1点

CC-Link 2点 3点

3点

ME110GR-CH

ʵ ʵ MODBUS RTU 2点

2点

ME110GR-MBH

ME110GF形 ˓˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ ˓ ʵ ʵ ʵ ʵ ˓ ʵʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ʵ ʵ ʵ ʵ

ʵ

ʵ

ʵ

ʵ

ʵ

ME110GF

2点 1点

1点ʵ 1点 2点 ME110GF-PH

1点 2点 ME110GF-2APH

ME110GBA形 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓˓ ˓ ˓ ˓ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵʵ ʵ ʵ ʵ
ʵ ʵ ʵ ʵ 2点 ʵ ME110GBA

ʵ ʵ 1点 ʵ 2点 ʵ ME110GBA-H

C
O
2

ഉ
出
ྔ

֎
෦
ε
Π
ỽ
ν

ӡ
స
࣌
ؒ

ൃ
ఀ
ճ


௨
৴
ػ


ి
ྗ
ྔ
ớ
ड
ి
Ờ

ి
ྗ
ྔ
ớ
ૹ
ి
Ờ

詳細仕様は、三菱電子ࣜϚルν指ࣔ計器 取扱説明書をごࢀরください。
関連ࢿ料については、三菱電機FAサΠトよりμウϯϩードすることができます。
関連ࢿ料のμウϯϩードには事前に三菱電機FAサΠトのϝϯバーొとϩάΠϯが必要になります。

電力管理用計器 電力管理機器 μウϯϩード ʛ三菱電機FA（mitsubishielectric.co.jp）

1˞

https://www.mitsubishielectric.co.jp/fa/download/search.page?q=&mode=manual&kisyu=/pmd&kisyuid=&sort=0&lang=1&listView=1&category1=%E9%9B%BB%E5%AD%90%E5%BC%8F%E6%8C%87%E7%A4%BA%E8%A8%88%E5%99%A8&category2=&category3=&preview=&filter_readme=&filter_discontinued=&filter_bundled=&changeKeywordFlag=
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各部の名称とはたらき

■各部の名称とはたらき

⑪

ᶎ

⑦

③

②

⑥
⑤

ᶏ

ᶔᶓᶒᶑ

ᶌ

ᶋ

ᶊ
④

ᶐ
①

SETϘλϯ

ʴ/ʵϘλϯ

RESETϘλϯ

MAX/MINϘλϯ

PHASEϘλϯ

DISPLAYϘλϯ
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各部の名称 はたらき
①LEAD（ਐみ）දࣔ 力が「ਐみ」状態のとき点౮します。

②LAG（れ）දࣔ 力が「れ」状態のとき点౮します。

③ バーάラフのをදします。

④過খ入力දࣔ 計測が最খを下回ると点౮します。

⑤過大入力දࣔ 計測が最大を超えると点౮します。

⑥上下限ܯใ指 上下限ܯใ設定を行った場合、上下限ܯใ設定のҐ置を点໓でදします。

⑦めやす指 めやす指設定を行った場合、めやす指設定のҐ置を点౮でදします。

ᶊバーάラフ要ૉ指ࣔ バーάラフでදࣔしている計測要ૉをදします。
σδλルදࣔと同じ場合は「 ⾣」、その他の場合は「 」でࣔします。

ᶋσδλル要ૉ情ใදࣔ σδλルでදࣔしている計測要ૉをදします。

ᶌσδλルදࣔ 計測したをσδλルでදࣔします。

ᶍ୯Ґදࣔ 計測の୯Ґをදࣔします。

ᶎ乗දࣔ 電力ྔ、無ޮ電力ྔの乗をදࣔします。

ᶏ計ྔදࣔ
受電電力ྔを計ྔしているとき点໓します。˞ 1 

（受電電力ྔのදࣔը໘のみでදࣔされます。）

ᶐߴ調දࣔ 。調をදࣔしているとき点౮しますߴ

ᶑ設定දࣔ 設定Ϟード時、「 」が点౮します。

設定確認Ϟード時、「 」が点໓します。

ᶒテストදࣔ テストϞード時に点౮します。

ᶓ上下限ܯใදࣔ 上下限ܯใが発生しているとき点໓します。

ᶔ通৴දࣔ

通৴機能機छの場合、下記のදࣔとなります。

機छ 点౮ 点໓ ফ౮

ME110GR-BH 正常
アドϨス二重定ٛΤラー
ハードウェア異常 ハードウェア異常

ME110GR-CH 正常
CC-Linkバーδϣϯ整合Τラー

ハードウェア異常 ハードウェア異常

ME110GR-MBH 正常
通৴異常（ϨδスλアドϨス異常、
通৴の設定間ҧいなど）

ハードウェア異常

上දの機छ以外の場合、点౮しません。

˞1ɿ点໓प期は、計測入力の大খに関わらず、一定प期となります。

「
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仕様

ME110GR（一般計測）

˔各छ計測項を計測可能なඪ準λΠプの指ࣔ計器。通৴機能にも対Ԡしています。
˔ྻϦアクトルのߴ調による過負荷状態をࢹするためのߴ調૯合5次換ࢉ実ޮを計測ԋࢉします。
　またߴ、 調制対ࡦΨΠドラΠϯの電圧を計測දࣔします。

■製品仕様
໊ܗ ME110GR
相ઢࣜ 三相3ઢࣜ品 三相4ઢࣜ品

三相3ઢࣜ、
୯相3ઢࣜ、୯相2ઢࣜ 共用

三相4ઢࣜ、三相3ઢ （ࣜ3CT、2CT）、
୯相3ઢࣜ、୯相2ઢࣜ 共用

定֨電圧 AC（V） 110 V、220 V、440 V ˞1 共用
୯相3ઢࣜは110 V（110 / 220 V）、
220 V（220 / 440 V）྆ 用  

110 V、220 V、440 V ˞1 共用
୯相3ઢࣜは110 V（110 / 220 V）、
220 V（220 / 440 V）྆ 用
三相4ઢࣜは最大 277 / 480 V 

定֨電流 AC（A） 5
定֨प（Hz） 50 / 60 ྆用（ࣗ動認ࣝ）
計測要ૉ（σδλルදࣔ） 交流電流  ̖

交流電圧  ̫
σϚϯド電力  D̬
ൽ相電力  ̫̖
प  ̝͉
無ޮ電力ྔ  varh 
  調電流  HIߴ
ࢉ調電圧5次換ߴ
運転時間

ڃ֊ 0.5
ڃ֊0.5

ڃ֊ 0.5
ڃ֊ 0.5 ˞2

ڃ֊ 0.5
ڃ֊ 2.5 ˞4

ڃ֊ 2.5
ڃ֊ 2.5
（ߟࢀ）

交流σϚϯド電流  DA
電力  ̬
無ޮ電力  var 
力  cosφ
電力 （ྔ受電、送電） ̷̬
調電圧ߴ HV
ࢉ調電流5次換ߴ
CO2ഉ出ྔ
不ฏߧ

ڃ֊ 0.5
ڃ֊ 0.5
ڃ֊ 0.5
ڃ֊ 2.0
ڃ֊ 2.0 ˞3

ڃ֊ 2.5
ڃ֊ 2.5
（ߟࢀ）
（ߟࢀ）

動作方ࣜ ॠ時 A、Vɿ実ޮԋࢉ W、var、VA、Wh、varhɿσδλル乗ࢉ
cosφɿ電力ൺԋࢉ Hzɿθϩクϩス HI、HVɿFFT 

σϚϯド 動ܗԋࢉ
දࣔ器 LEDバックラΠトきLCD
දܻࣔ
または
セάϝϯト

σδλル部 上ஈදࣔ部ɿ4ܻ 中ஈදࣔ部ɿ6ܻ 下ஈදࣔ部ɿ6ܻ
A、V、W、var、VA、cosφɿ4ܻ Hzɿ3ܻ
Wh、varhɿ6ܻ 調、含有ɿ4ܻߴ
調実ޮɿ4ܻ  σδλル入力දߴ ɿࣔI/O

アφϩά部 21セάϝϯトバーάラフ、22セάϝϯト指
දࣔߋ৽時間間ִ 0.5ඵ または 1ඵ（選）

ఀ電補償 不ش発性ϝϞϦ使用（項ɿ設定、最大/最খ、計ྔ）
ফ費VA 電圧回࿏ 各相 0.1 VA、

0.2 VA（220 V μΠϨクト入力時）
各相 0.1 VA、
0.2 VA（277 V μΠϨクト入力時）

電流回࿏ 各相 0.1 VA
外部スΠッν
（SA、ZA）用電ݯ

各相 0.2 VA（AC 110 V）、
0.5 VA（AC 220 V）、0.2 W（DC 100 V） ʕ

補ॿ電ݯ回࿏ 8 VA（AC 110 V）、9 VA（AC 220 V）、6 W（DC 100 V）
外部スΠッν（SA、ZA）用電ݯ AC 100 ʙ 240 V（ 1ɻ5 %、ɹ 10 %）  

50 / 60 Hz、
DC 100 V（ʵ25 %、ɹ 40 %）

ʕ

補ॿ電ݯ AC 100 ʙ 240 V（ 1ɻ5 ˋ、ɹ 10 %）50 / 60 Hz、DC 100 V（ʵ25 %、ɹ 40 %）  
質 （ྔkg） 0.5
外ੇܗ法（mm） H110 ʷ W110 ʷ D98 
取け方法 取けͶじ方ࣜ
保ޢڃ（IPίード） IP40 相当（൫取け状態において൫໘に対する）
˞1ɿ公শラΠϯ対中性点間電圧 300 V 以下の回࿏のみ、μΠϨクト入力ができます。
˞2ɿൽ相電力の計測はME110GRܗ 三相4ઢࣜ品のみ可能です。
˞3ɿJIS C 1216-1 電力ྔ計（変器計器）のී通電力ྔ計の性能に準じます。
˞4ɿJIS C 1263-1 無ޮ電力ྔ計の性能に準じます。

補1ɿ設定により最大が変ߋできますが、֊ڃはඪ準最大に対するになります。
補2ɿ（含有）100 % 以上のߴ調計測は、֊2.5 ڃ を超えることがあります。
補3ɿ໊ܗと入力、出力、通৴機能の対Ԡについては、18ϖーδ「機छラΠϯアップ」をࢀরください。

表
示
方
法

アナログ パルス 警報 通信デジタル入力

×100
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ME110GF（一般計測 機能限定品）

■製品仕様
໊ܗ ME110GF
相ઢࣜ 三相3ઢࣜ、୯相3ઢࣜ、୯相2ઢࣜ 共用
定֨電圧 AC（̫） 110 V、220 V、440 V ˞1 共用

୯相3ઢࣜは110 V（110 / 220 V）、220 V（220 / 440 V）྆ 用
定֨電流 AC（̖） 5
定֨प（Hz） 50 / 60 ྆用（ࣗ動認ࣝ）
計測要ૉ σδλルදࣔ 交流電流  ̖

交流電圧  ̫
電力 （ྔ受電）̷̬

ڃ֊ 0.5
ڃ֊ 0.5
ڃ֊ 2.0 ˞2

交流σϚϯド電流  D̖
電力  ̬

ڃ֊ 0.5
ڃ֊ 0.5

動作方ࣜ ॠ時 A、Vɿ実ޮԋࢉ W、Whɿσδλル乗ࢉ
σϚϯド 動ܗԋࢉ

ද
ࣔ
方
法

දࣔ器 LEDバックラΠトきLCD
දܻࣔ
または
セάϝϯト

σδλル部 上ஈදࣔ部ɿ4ܻ  中ஈදࣔ部ɿ4ܻ  下ஈදࣔ部ɿ6ܻ
A、V、Wɿ4ܻ           Whɿ6ܻ

アφϩά部 21セάϝϯトバーάラフ、22セάϝϯト指
දࣔߋ৽時間間ִ 0.5ඵ または 1ඵ（選）

ఀ電補償 不ش発性ϝϞϦ使用（項ɿ設定、最大/最খ、計ྔ）
ফ費VA 電圧回࿏ 各相 0.1 VA、0.2 VA（220 V μΠϨクト入力時）

電流回࿏ 各相 0.1 VA
外部スΠッν
（SA、ZA）用電ݯ

各相 0.2 VA（AC 110 V）、0.5 VA（AC 220 V）、0.2 W（DC 100 V）

補ॿ電ݯ回࿏ 8 VA（AC 110 V）、9 VA（AC 220 V）、6 W（DC 100 V）  
外部スΠッν（SA、ZA）用電ݯ AC 100 ʙ 240 V（ 1ɻ5 %、ɹ 10 %）50 / 60 Hz、  

DC 100 V（ʵ25 %、ɹ 40 %）
補ॿ電ݯ AC 100 ʙ 240 V（ 1ɻ5 %、ɹ 10 %）50 / 60 Hz、  

DC 100 V（ʵ25 %、ɹ 40 %）
質 （ྔkg） 0.5
外ੇܗ法（mm） H110 ʷ W110 ʷ D98 
取け方法 取けͶじ方ࣜ
保ޢڃ（IPίード） IP40 相当（൫取け状態において൫໘に対する）
˞1ɿ公শラΠϯ対中性点間電圧 300 V 以下の回࿏のみ、μΠϨクト入力ができます。
˞2ɿJIS C 1216-1 電力ྔ計（変器計器）のී通電力ྔ計の性能に準じます。

補1ɿ設定により最大が変ߋできますが、֊ڃはඪ準最大に対するになります。
補2ɿ໊ܗと入力、出力機能の対Ԡについては、18ϖーδ「機छラΠϯアップ」をࢀরください。

˔交流電流、σϚϯド電流、交流電圧、電力、電力ྔを計測可能な機能限定λΠプの指ࣔ計器。

アナログ パルス 警報

×100
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■製品仕様
໊ܗ ME110GBA
相ઢࣜ 三相3ઢࣜ、୯相3ઢࣜ、୯相2ઢࣜ 共用
定֨電圧 AC（V） 150 V、300 V ྆用

ただし、୯相3ઢࣜは 150 / 300 V 
定֨電流 AC（̖） 5
定֨प（̝͉ ） 50 / 60 ྆用（ࣗ動認ࣝ）
計測要ૉ 交流電流  ̖        ֊0.5  ڃ

交流電圧  ̫        ֊0.5  ڃ 
運転時間 （ߟࢀ） （ߟࢀ）

交流σϚϯド電流  DA        ֊0.5  ڃ 
交流σϚϯド電圧  DV        ֊0.5  ڃ 
発ఀ回

動作方ࣜ ॠ時 実ޮԋࢉ
σϚϯド 動ܗԋࢉ

ද
ࣔ
方
法

දࣔ器 LEDバックラΠトきLCD
දܻࣔ
または
セάϝϯト

σδλル部 4ܻ
アφϩά部 21セάϝϯトバーάラフ、22セάϝϯト指

දࣔߋ৽時間間ִ 0.5ඵ または 1ඵ（選）
ఀ電補償 不ش発性ϝϞϦ使用（項ɿ設定、最大/最খ、計ྔ）
ফ費VA 電圧回࿏ 各相 0.1 VA、0.2 VA（220 V μΠϨクト入力時）

電流回࿏ 各相 0.1 VA 
外部スΠッν
（SA、ZA）用電ݯ

各相 0.2 VA（AC 110 V）、0.5 VA（AC 220 V）、0.2 W（DC 100 V）

補ॿ電ݯ回࿏ 8 VA（AC 110 V）、9 VA（AC 220 V）、6 W（DC 100 V）
外部スΠッν（SA、ZA）用電ݯ AC 100 ʙ 240 V（ 1ɻ5 %、ɹ 10 %）50 / 60 Hz、  

DC 100 V（ʵ25 %、ɹ 40 %）
補ॿ電ݯ AC 100 ʙ 240 V（ 1ɻ5 %、ɹ 10 %）50 / 60 Hz、  

DC 100 V（ʵ25 %、ɹ 40 %）
質 （ྔkg） 0.5
外ੇܗ法（mm） H110 ʷ W110 ʷ D98 
取け方法 取けͶじ方ࣜ
保ޢڃ（IPίード） IP40 相当（൫取け状態において൫໘に対する）
補1ɿ設定により最大が変ߋできますが、֊ڃはඪ準最大に対するになります。
補2ɿ໊ܗと入力、出力機能の対Ԡについては、18ϖーδ「機छラΠϯアップ」をࢀরください。

ME110GBA（三相デマンドメータ）

˔交流電流、σϚϯド電流（ध要電流）、交流電圧、σϚϯド電圧を計測可能なσϚϯドϝーλ。
˔変圧器・フΟーμ回࿏の負荷ࢹ、༹ 機回࿏など負荷変動が大きい回࿏のฏۉ電流・電圧の計測に最適です。

警報

三菱電子ࣜϚルν指ࣔ計器（ME110GシϦーζ）は、国交通ল「公共ݐ築工事ඪ準仕様書（電ؾ設備工事ฤ）」に
適合した製品です。

「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」掲載の電子式計器の概要

電子式（デジタル式を含む）指示計器・マルチ指示計器
˔JIS C 1102-1 ʙ 5,7,8「動ࣜ指ࣔ電ؾ計器」に準ずる。
˔指ࣔ計器の֊ڃは、1.5 ڃ以上（ӈ記以外） पɿ1.0 ڃ以上、力計ɿ5.0 ڃ以上
˔複の計器を݉用し、1 で複の項をදࣔするものとすることができる。
　ただし、݉ 用する場合は、1 で一つの୯Ґ回࿏までとする。

電子式（デジタル式を含む）最大需要電流計（警報接点付）
ʪσϚϯドϝーλϦϨーʫ
˔ध要指ࣔٴび最大ध要指ࣔをදࣔできるものとし、ܯใ用指ࣔຢは指ඪを任意に設定ٴびදࣔできるものとする。
˔ॠ時電流をදࣔできるものとする。
˔ध要指ࣔٴびॠ時電流の֊ڃは、1.5 ڃ以上とする。
˔時限（95 % 指ࣔ時間）は、製造者のඪ準による範囲内で任意に設定できるものとする。

高調波計（警報接点付）
。出方ࣜとするݕ出方ࣜຢは電圧ݕ出方ࣜは、電流ݕ調電流のߴ˔
。び各次ͻずみをදࣔできるものとするٴ調૯合ͻずみߴ˔
。ใは、任意に設定できるものとするܯ˔
。以上とするڃ は、2.5ڃ֊調指ࣔのߴ˔

電子式（デジタル式を含む）電力量計
˔電力ྔ計は特記がない限り無ݕ定の製品とし、JIS C 1210「電力ྔ計ྨ通則」に規定するී通計器以上とする。
　電子ࣜ電力ྔ計は、性能において、JIS C 1216-1「電力ྔ計（変器計器）」による。

■国土交通省「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」に適合
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三菱電子ࣜϚルν指ࣔ計器（ME110GシϦーζ）は、国交通ল「公共ݐ築工事ඪ準仕様書（電ؾ設備工事ฤ）」に
適合した製品です。

「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」掲載の電子式計器の概要

電子式（デジタル式を含む）指示計器・マルチ指示計器
˔JIS C 1102-1 ʙ 5,7,8「動ࣜ指ࣔ電ؾ計器」に準ずる。
˔指ࣔ計器の֊ڃは、1.5 ڃ以上（ӈ記以外） पɿ1.0 ڃ以上、力計ɿ5.0 ڃ以上
˔複の計器を݉用し、1 で複の項をදࣔするものとすることができる。
　ただし、݉ 用する場合は、1 で一つの୯Ґ回࿏までとする。

電子式（デジタル式を含む）最大需要電流計（警報接点付）
ʪσϚϯドϝーλϦϨーʫ
˔ध要指ࣔٴび最大ध要指ࣔをදࣔできるものとし、ܯใ用指ࣔຢは指ඪを任意に設定ٴびදࣔできるものとする。
˔ॠ時電流をදࣔできるものとする。
˔ध要指ࣔٴびॠ時電流の֊ڃは、1.5 ڃ以上とする。
˔時限（95 % 指ࣔ時間）は、製造者のඪ準による範囲内で任意に設定できるものとする。

高調波計（警報接点付）
。出方ࣜとするݕ出方ࣜຢは電圧ݕ出方ࣜは、電流ݕ調電流のߴ˔
。び各次ͻずみをදࣔできるものとするٴ調૯合ͻずみߴ˔
。ใは、任意に設定できるものとするܯ˔
。以上とするڃ は、2.5ڃ֊調指ࣔのߴ˔

電子式（デジタル式を含む）電力量計
˔電力ྔ計は特記がない限り無ݕ定の製品とし、JIS C 1210「電力ྔ計ྨ通則」に規定するී通計器以上とする。
　電子ࣜ電力ྔ計は、性能において、JIS C 1216-1「電力ྔ計（変器計器）」による。

■国土交通省「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」に適合
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■アナログ出力仕様
項 仕様

出力仕様（負荷）˞ 1 DC 4 ʙ 20 mA（0 ʙ 600 Њ）または DC 0 ʙ 5 V / 1 ʙ 5 V（5 kЊ ʙ ʿ）
出力Ϧップル 指の2ഒ（p-p）以内ڃ֊

Ԡ時間
A、V、W、var、VA、cosφɿ1ඵ以下

Hzɿ2ඵ以下
HI、HVɿ10ඵ以下

アφϩά出力要ૉ 取扱説明書「14.4 計測項とදࣔ / 出力の対Ԡ」の計測要ૉ（දࣔ）ࢀর
˞1ɿ電圧出力、電流出力の出力仕様は発注時に指定が必要です。

■パルス出力仕様
項 仕様

スΠッνのछྨ ಋ体ϦϨー/無電圧a点

点容 （ྔ抗負荷） 0.1 A（AC 110 V）/࿙れ電流 15 ЖA 
0.1 A（DC 100 V）/࿙れ電流 1 ЖA（Φϯ抗 12 Њ 以下）

ύルス෯ 0.125（0.1 ʙ 0.15）ඵ、0.5（0.4 ʙ 0.6）ඵ、1.0（0.8 ʙ 1.2）ඵ

ύルス出力要ૉ ˞1 電力ྔ（受電、送電）、
無ޮ電力 （ྔ受電ਐみ、受電れ、送電ਐみ、送電れ）

˞1ɿME110GFܗの場合、電力 （ྔ受電）のみ。

■警報出力仕様
項 仕様

߸ใ出力৴ܯ 無電圧a点

点容ྔ
抗負荷ɿ1 A（AC 250 V）、0.2 A（DC 100 V）
༠ಋ負荷ɿ1 A（AC 250 V）、0.15 A（DC 100 V）

■デジタル入力仕様

■外部スイッチ入力仕様

項 仕様
入力仕様 DC 19 ʙ 30 V 
ফ費電流 7 mA 以下

入力条件
ON時間 30 ms 以上
OFF時間

入力ࣜܗ ϚΠφスίϞϯλΠプ

項 仕様

選機能
ૢ作Ϙλϯ ʦDISPLAYʧ、ʦPHASEʧ、ʦRESETʧ、ʦMAX/MINʧ、ʦʴʧɹ ʦRESETʧ
σδλル入力 DI

ઢ長 10 m 以下
定֨電圧 22 ʙ 24 ϖーδ「製品仕様」ࢀর
ফ費 VA

入力条件
ON時間 200 ms 以上OFF時間

外部スΠッνは、ME110GRܗ三相4ઢࣜ品にはありません。

■B/NET伝送仕様

■CC-Link通信仕様

■MODBUS RTU通信仕様

項 仕様
৴߸電ݯ DC 24 V （B/NET送ઐ用電ݯよりڅڙ）

最大ଓ ˞1 63/1ܥ౷
アドϨス（設定ϝχϡー7で設定） 1 ʙ 255（σフΥルトɿ1）

有アドϨス 1
送࿏構 バス、Tذ可能
送 9600 bps
送ڑ 最ԕઢ長ɿ1 km ૯ઢ長ɿ2 km 
送方ࣜ CSMA/CD方ࣜ
ࣜܗ߸ූ NRZ
同期方ࣜ 調า同期
έーϒル ˞1 取扱説明書「5.6 通৴έーϒル仕様」ࢀর

˞1ɿ最大ଓ、έーϒルの詳細については、「三菱B/NET設計工事Ϛχϡアル（送ฤ）」（ࢿ料൪߸:IB63308）をࢀরください。

項 仕様

CC-Linkバーδϣϯ（設定ϝχϡー7で設定） Ver.1.10 Ver.2.00
（σフΥルトɿ1.10）

有ہ ہ有のϦϞートσバΠスہ1
֦張サΠクϦック設定 - 8ഒ設定（ݻ定）

൪（設定ϝχϡー7で設定）ہ 1 ʙ 64 （σフΥルトɿ1）
通৴（設定ϝχϡー7で設定） 156 k / 625 k / 2.5 M / 5 M / 10 Mbps （σフΥルトɿ156 kbps）

最大ଓ ˞1 本機器のみで構した場合、最大 42までଓできます。
詳細はϚスλہの仕様をࢀরください。

έーϒル
ઐ用έーϒル ˞2 を使用してください。

ऴ抗はઐ用έーϒルのछྨにより抗が異なります。
˞1ɿ最大ଓは、CC-Link Ver.1.10 の場合です。CC-Link Ver.2.00 については、電子ࣜϚルν指ࣔ計器プϩάラϛϯάϚχϡアルを
。রしてくださいࢀ　　
˞2ɿઐ用έーϒルについては、CC-Linkڠ会発行のCC-Linkύートφー製品ΧλϩάまたはCC-Linkڠ会ϗームϖーδ

   （https://www.cc-link.org）の「CC-Linkύートφー製品情ใ」をࢀরしてください。

項 仕様 ˞1 

通৴方ࣜ RS-485 2ઢࣜ二重通৴
通৴プϩトίル MODBUS RTU（バΠφϦσーλ転送）  
同期方ࣜ 調า同期
ଓܗ態 Ϛルνドϩップ

通৴（設定ϝχϡー7で設定） 2400、4800、9600、19200、38400 bps 
（σフΥルトɿ19200 bps）

ビット長 8ビット
ストップビット（設定ϝχϡー7で設定） 1、2ビット（σフΥルトɿ1）
ύϦテΟビット（設定ϝχϡー7で設定） ODD、EVEN、NONE（σフΥルトɿEVEN）

スϨーϒアドϨス（設定ϝχϡー7で設定）
1 ʙ 247（F7h）（σフΥルトɿ1）

ただし、0はϒϩードΩϟストアドϨスのため、設定不可。
248 ʙ 255 は Reserve 

Ԡ時間 クΤϦーσーλ受৴後、Ϩスϙϯス送৴まで 1 s 以下
通৴ڑ 最大 1200 m 

最大ଓ 31
ऴ抗 120 Њ 1/2 W 
έーϒル

˞1ɿMODBUS I/F仕様の詳細については、次のURLより「MODBUS over Serial Line Specification & Implementation guide」を
　　μウϯϩードし、ࢀরしてください。 https://www.modbus.org/

取扱説明書「5.6 通৴έーϒル仕様」ࢀর
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■B/NET伝送仕様

■CC-Link通信仕様

■MODBUS RTU通信仕様

項 仕様
৴߸電ݯ DC 24 V （B/NET送ઐ用電ݯよりڅڙ）

最大ଓ ˞1 63/1ܥ౷
アドϨス（設定ϝχϡー7で設定） 1 ʙ 255（σフΥルトɿ1）

有アドϨス 1
送࿏構 バス、Tذ可能
送 9600 bps
送ڑ 最ԕઢ長ɿ1 km ૯ઢ長ɿ2 km 
送方ࣜ CSMA/CD方ࣜ
ࣜܗ߸ූ NRZ
同期方ࣜ 調า同期
έーϒル ˞1 取扱説明書「5.6 通৴έーϒル仕様」ࢀর

˞1ɿ最大ଓ、έーϒルの詳細については、「三菱B/NET設計工事Ϛχϡアル（送ฤ）」（ࢿ料൪߸:IB63308）をࢀরください。

項 仕様

CC-Linkバーδϣϯ（設定ϝχϡー7で設定） Ver.1.10 Ver.2.00
（σフΥルトɿ1.10）

有ہ ہ有のϦϞートσバΠスہ1
֦張サΠクϦック設定 - 8ഒ設定（ݻ定）

൪（設定ϝχϡー7で設定）ہ 1 ʙ 64 （σフΥルトɿ1）
通৴（設定ϝχϡー7で設定） 156 k / 625 k / 2.5 M / 5 M / 10 Mbps （σフΥルトɿ156 kbps）

最大ଓ ˞1 本機器のみで構した場合、最大 42までଓできます。
詳細はϚスλہの仕様をࢀরください。

έーϒル
ઐ用έーϒル ˞2 を使用してください。

ऴ抗はઐ用έーϒルのछྨにより抗が異なります。
˞1ɿ最大ଓは、CC-Link Ver.1.10 の場合です。CC-Link Ver.2.00 については、電子ࣜϚルν指ࣔ計器プϩάラϛϯάϚχϡアルを
。রしてくださいࢀ　　
˞2ɿઐ用έーϒルについては、CC-Linkڠ会発行のCC-Linkύートφー製品ΧλϩάまたはCC-Linkڠ会ϗームϖーδ

   （https://www.cc-link.org）の「CC-Linkύートφー製品情ใ」をࢀরしてください。

項 仕様 ˞1 

通৴方ࣜ RS-485 2ઢࣜ二重通৴
通৴プϩトίル MODBUS RTU（バΠφϦσーλ転送）  
同期方ࣜ 調า同期
ଓܗ態 Ϛルνドϩップ

通৴（設定ϝχϡー7で設定） 2400、4800、9600、19200、38400 bps 
（σフΥルトɿ19200 bps）

ビット長 8ビット
ストップビット（設定ϝχϡー7で設定） 1、2ビット（σフΥルトɿ1）
ύϦテΟビット（設定ϝχϡー7で設定） ODD、EVEN、NONE（σフΥルトɿEVEN）

スϨーϒアドϨス（設定ϝχϡー7で設定）
1 ʙ 247（F7h）（σフΥルトɿ1）

ただし、0はϒϩードΩϟストアドϨスのため、設定不可。
248 ʙ 255 は Reserve 

Ԡ時間 クΤϦーσーλ受৴後、Ϩスϙϯス送৴まで 1 s 以下
通৴ڑ 最大 1200 m 

最大ଓ 31
ऴ抗 120 Њ 1/2 W 
έーϒル

˞1ɿMODBUS I/F仕様の詳細については、次のURLより「MODBUS over Serial Line Specification & Implementation guide」を
　　μウϯϩードし、ࢀরしてください。 https://www.modbus.org/

取扱説明書「5.6 通৴έーϒル仕様」ࢀর
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外形図・接続図

●外形図（ME110GR, ME110GF, ME110GBA）

●外形図（ME110GR-4AP, ME110GR-4APH, ME110GR-4A2P, ME110GR-6APH, ME110GR-6A2P, 
ME110GR-BH, ME110GR-CH, ME110GR-MBH, ME110GF-PH, ME110GF-2APH, ME110GBA-H）

●取付け穴寸法 ●視野角
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【ύωル正໘から見たਤ】 【ԣから見たਤ】 【上から見たਤ】୯Ґɿmm
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●外形図（ME110GR, ME110GF, ME110GBA）

●外形図（ME110GR-4AP, ME110GR-4APH, ME110GR-4A2P, ME110GR-6APH, ME110GR-6A2P, 
ME110GR-BH, ME110GR-CH, ME110GR-MBH, ME110GF-PH, ME110GF-2APH, ME110GBA-H）

●取付け穴寸法 ●視野角
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外形図・接続図

■入力端子の接続

ME110GR形 三相3線式品、ME110GF形、ME110GBA形
【三相3ઢ （ࣜVT使用時）の場合】

【୯相2ઢ （ࣜμΠϨクトଓ時）の場合】

【୯相3ઢࣜの場合】

【三相3ઢ （ࣜμΠϨクトଓ時）の場合】

【୯相2ઢ （ࣜVT使用時）の場合】
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■入力端子の接続

ME110GR形 三相3線式品、ME110GF形、ME110GBA形
【三相3ઢ （ࣜVT使用時）の場合】

【୯相2ઢ （ࣜμΠϨクトଓ時）の場合】

【୯相3ઢࣜの場合】

【三相3ઢ （ࣜμΠϨクトଓ時）の場合】

【୯相2ઢ （ࣜVT使用時）の場合】
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外形図・接続図
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設定アプリによる設定のしかた

設定アプϦによる設定のしかたについて説明します。
設定アプϦを使用すると、iPhoneをかざすだけで設定でき、機器本体側での設定ૢ作は不要となります。
また、無通電状態でも設定が可能なため、ઢ前の状態や機器୯体でも機器本体の設定を行うことができます。

設定アプϦの仕様は次のとおりです。

項目 仕様

対ԠアプϦέーシϣϯ 電子ࣜϚルν指ࣔ計器（ME110GシϦーζ）用
設定アプϦέーシϣϯ

対Ԡ機छ ˞1 iPhone
λッνϙΠϯト ˞2 機器දࣔ部中৺よりࠨ側
˞1ɿ対ԠOSおよび対ԠϞσルはApp Storeのμウϯϩードϖーδより確認してください。
˞2ɿ機器දࣔ部のため、λッνϙΠϯトのϚークを設けていません。設定アプϦに

おいて、λッνϙΠϯトの安をΨΠμϯスදࣔしていますので、これをߟࢀに
してiPhoneをかざしてください。

   

設定

˞
˞

「ME110G設定」（本アプリ）のインストール

App Storeで「ME110G設定」をࡧݕし、
Πϯストールします。（無償）

。ଳ電回ઢを利用したμウϯϩードには、別途ύέット通৴料が必要ですܞ

ӈ記の2次ݩίードからμウϯϩードϖーδに
δϟϯプすることができます。

POINT

■使い方

●設定データの作成

ϗームը໘ϝχϡー

書き込む
かざした計器に設定を書き込みます

作成する
設定フΝΠルを作します

読み出す
かざした機器の設定をಡみ出します

出力する
作した設定フΝΠルをϝール送৴します

①ϗームը໘でʦ作するʧをλップします。

●設定イメージ ●仕様

iPhone

●設定データの書き込み

②機छ選ը໘がදࣔされるので、
　対象機छをλップします。

④以下のը໘がදࣔされたら、iPhone上部を
　対象機器（設定を書き込みたい機器）にかざします。

、選ը໘がදࣔされるので໊ܗ③
　対象໊ܗをλップします。

ME110GR、ME110GFの場合、໊ܗの後に
（A）または（V）となっているものがあります。
（ ）内はアφϩά出力の仕様をදしています。

④設定が了したらʦ保ଘʧをλップします。
⑤以下のը໘がදࣔされたらʦʠフΝΠルʡに保ଘʧ
　をλップし、任意の場所に保ଘします。  

①ϗームը໘でʦ書き込むʧを
　λップします。

②フΝΠル選ը໘がදࣔされるので、
　書き込むフΝΠルを選します。

③選したフΝΠルの設定ը໘がදࣔされ
　るのでʦ書き込みʧをλップします。

なお、「ΨΠμϯスը໘දࣔ」設定をONにしている場合、
④のը໘の前にΨΠμϯスը໘がදࣔされますので、
確認後、ʦスΩップʧをλップしてください。

（A）の場合ɿ電流出力仕様
（V）の場合ɿ電圧出力仕様  
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設定アプϦによる設定のしかたについて説明します。
設定アプϦを使用すると、iPhoneをかざすだけで設定でき、機器本体側での設定ૢ作は不要となります。
また、無通電状態でも設定が可能なため、ઢ前の状態や機器୯体でも機器本体の設定を行うことができます。

設定アプϦの仕様は次のとおりです。

項目 仕様

対ԠアプϦέーシϣϯ 電子ࣜϚルν指ࣔ計器（ME110GシϦーζ）用
設定アプϦέーシϣϯ

対Ԡ機छ ˞1 iPhone
λッνϙΠϯト ˞2 機器දࣔ部中৺よりࠨ側
˞1ɿ対ԠOSおよび対ԠϞσルはApp Storeのμウϯϩードϖーδより確認してください。
˞2ɿ機器දࣔ部のため、λッνϙΠϯトのϚークを設けていません。設定アプϦに

おいて、λッνϙΠϯトの安をΨΠμϯスදࣔしていますので、これをߟࢀに
してiPhoneをかざしてください。

   

「ME110G設定」（本アプリ）のインストール

App Storeで「ME110G設定」をࡧݕし、
Πϯストールします。（無償）

。ଳ電回ઢを利用したμウϯϩードには、別途ύέット通৴料が必要ですܞ

ӈ記の2次ݩίードからμウϯϩードϖーδに
δϟϯプすることができます。

POINT

■使い方

●設定データの作成

ϗームը໘ϝχϡー

書き込む
かざした計器に設定を書き込みます

作成する
設定フΝΠルを作します

読み出す
かざした機器の設定をಡみ出します

出力する
作した設定フΝΠルをϝール送৴します

①ϗームը໘でʦ作するʧをλップします。

●設定イメージ ●仕様

iPhone

●設定データの書き込み

②機छ選ը໘がදࣔされるので、
　対象機छをλップします。

④以下のը໘がදࣔされたら、iPhone上部を
　対象機器（設定を書き込みたい機器）にかざします。

、選ը໘がදࣔされるので໊ܗ③
　対象໊ܗをλップします。

ME110GR、ME110GFの場合、໊ܗの後に
（A）または（V）となっているものがあります。
（ ）内はアφϩά出力の仕様をදしています。

④設定が了したらʦ保ଘʧをλップします。
⑤以下のը໘がදࣔされたらʦʠフΝΠルʡに保ଘʧ
　をλップし、任意の場所に保ଘします。  

①ϗームը໘でʦ書き込むʧを
　λップします。

②フΝΠル選ը໘がදࣔされるので、
　書き込むフΝΠルを選します。

③選したフΝΠルの設定ը໘がදࣔされ
　るのでʦ書き込みʧをλップします。

なお、「ΨΠμϯスը໘දࣔ」設定をONにしている場合、
④のը໘の前にΨΠμϯスը໘がදࣔされますので、
確認後、ʦスΩップʧをλップしてください。

（A）の場合ɿ電流出力仕様
（V）の場合ɿ電圧出力仕様  
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設定アプリによる設定のしかた

●設定データの読み出し

●外部出力

設定をಡみ出したい機器にiPhone上部をかざし、ಡみ出します。　
以下のૢ作で正常にಡみ出しができない場合は、設定アプϦの取扱説明書「7トラϒルシϡーテΟϯά」をࢀরください。

設定方法の詳細は、設定アプϦの取扱説明書をࢀরください。

なお、「ΨΠμϯスը໘දࣔ」設定をONにしている場合、②のը໘の前にΨΠμϯスը໘がදࣔされますので、
確認後、ʦスΩップʧをλップしてください。

①ϗームը໘でʦಡみ出すʧを
　λップします。

①ϗームը໘でʦ出力するʧを
　λップします。

②フΝΠル選ը໘がදࣔされるので、
　出力するフΝΠルを選します。

③ը໘ӈ上のʦ։くʧをλップします。

④σーλ出力するフΝΠルの出力ࣜܗを
　選します。

⑤出力ઌの選ը໘がදࣔされるので、
　出力ઌを選します。

フΝΠルをすべて選できます

②以下のදࣔが出たら、iPhone
　上部を対象機器（設定をಡみ
　出したい機器）にかざします。

③ʦ保ଘʧをλップします。

④以下のը໘がදࣔされたらʦʠフΝΠルʡに保ଘʧ
　をλップし、任意の場所に保ଘします。
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●設定データの読み出し

●外部出力

設定をಡみ出したい機器にiPhone上部をかざし、ಡみ出します。　
以下のૢ作で正常にಡみ出しができない場合は、設定アプϦの取扱説明書「7トラϒルシϡーテΟϯά」をࢀরください。

設定方法の詳細は、設定アプϦの取扱説明書をࢀরください。

なお、「ΨΠμϯスը໘දࣔ」設定をONにしている場合、②のը໘の前にΨΠμϯスը໘がදࣔされますので、
確認後、ʦスΩップʧをλップしてください。

①ϗームը໘でʦಡみ出すʧを
　λップします。

①ϗームը໘でʦ出力するʧを
　λップします。

②フΝΠル選ը໘がදࣔされるので、
　出力するフΝΠルを選します。

③ը໘ӈ上のʦ։くʧをλップします。

④σーλ出力するフΝΠルの出力ࣜܗを
　選します。

⑤出力ઌの選ը໘がදࣔされるので、
　出力ઌを選します。

フΝΠルをすべて選できます

②以下のදࣔが出たら、iPhone
　上部を対象機器（設定をಡみ
　出したい機器）にかざします。

③ʦ保ଘʧをλップします。

④以下のը໘がදࣔされたらʦʠフΝΠルʡに保ଘʧ
　をλップし、任意の場所に保ଘします。

通知 機器にiPhoneをかざす際、機器とiPhoneをিಥさせないようにご注意ください。
ഁ損の原因になります。

・設定書き込み中は以下のように現ࡏのਐ状گがදࣔされます。
「書き込み中ɿ**.*%」
・機器側で設定Ϟード、設定確認Ϟード、通৴での設定中や設定変ߋ中は、設定書き込み/ಡみ出しはできません。
・設定書き込み中/ಡみ出し中は、通電状態であっても機器本体をૢ作できません。
・機器が通電中の場合、設定書き込み中/ಡみ出し中は、機器のLCDදࣔ部にʡNOW LOADʡがදࣔされます。
・設定ࡁの機器を設定変ߋする場合はʦಡみ出すʧより設定内容確認し、設定変ߋしてください。
・設定のಡみ出し中も計ྔしています。

POINT

iPhoneを対象機器にかざす際は、以下のਤをߟࢀにして対象機器のࠨ側にかざしてください。を対象機器にかざす際は、以下のਤをߟࢀにして対象機器のࠨ側にかざしてください。
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電子式指示計器　形名変遷表
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ME110GR

ME110GR-4A2P

ME110GR-4AP

ME110GR-4APH
ME110GR-6A2P
ME110GR-6APH



40

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

10

安全のために必ず守ること

使用環境に関する事項

使用条件に関する事項

本Χλϩάでは次のように安全上の注意事項をϨベルけして記載しています。

記号 内容
取扱いをޡった場合に、ݥةな状گが起こりやすく、ࢮまたは重傷を受ける可能性がߴいです。

取扱いをޡった場合に、ݥةな状گが起こりえて、ࢮまたは重傷をটく可能性があります。

取扱いをޡった場合に、人的損傷をটく可能性があります。

本体記載の注意Ϛーク（　）は、本機器の取扱いをޡった場合にݥةな状گを引き起こす可能性がある
ことをࣔします。ײ電、火災、ޡ動作および本機器の損傷につながる可能性があります。

次のような場所では使用しないでください。ޡ動作やण命下につながることがあります。

・प囲Թが、ɻ 5 ʙ ʴ55 ˆ の範囲を超える場所
・ฏۉԹが、ɹ 35 ˆ を超える場所
・प囲࣪が、30 ʙ 85 %RH を超える場所または݁࿐する場所
・́ こり、৯性Ψス ˞、Ԙ、༉Ԏのଟい場所
˞ѥེࢎΨス、アϯϞχアΨス、ེ Խ水ૉΨス、ԘૉΨスなどのۚଐやプラスνックなどを৵すΨス

・ৼ動、িܸの加わる場所
・Ӎ、水ణのかかる場所
・ޫのあたる場所
࣓、い༠ಋϊΠζ、電界ڧ・ 界などの発生する場所
・外དྷϊΠζのଟい場所
・ඪߴが、2,000 m を超える場所
・ۚ ଐยや鉄ค、ಋ電性物質がඈࢄする場所

・安全のため、本機器の取け、ଓ、使用および保守点ݕは、電ؾ工事、電ؾઢなどのઐの技術を
。った人が正しく実施してください࣋
・本機器は、ۚ ଐύωル取け用計器です。ۚ ଐύωルの൫へ取けてご使用してください。
・取ける൫は、本機器の子部やॆ電部にૢ作者が容қに৮れない構造としてください。
・取けύωルの内側（電൫の内側など）は、ઐ的なࣝを࣋った人だけがۙしಘるものであり、
保ޢの対象からは除外されます。
・ਖᆍ、খなどは、৮不ྑ、たいੵと࣪ٵに伴うઈԑ下などの不具合を発生します。また、ಋ電性の
คのු༡するง囲ؾでは、製品のޡ動作、ઈԑྼԽなどの不具合が時間で発生します。この場合、
製品をີด構造の൫にऩ納するなどの対ࡦが必要です。ただし、൫内のԹが上ঢする場合は、
それに対する対ࡦが必要です。

測定ΧテΰϦ ᶙ

Ԛછ 2

保ޢڃ（IPίード） IP40 相当（൫取け状態において൫໘に対する）

なお、「 」に記載した事項でも、状گによっては重大な݁Ռに݁びつく可能性があります。
いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

」に
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使用環境に関する事項

使用条件に関する事項

本Χλϩάでは次のように安全上の注意事項をϨベルけして記載しています。

記号 内容
取扱いをޡった場合に、ݥةな状گが起こりやすく、ࢮまたは重傷を受ける可能性がߴいです。

取扱いをޡった場合に、ݥةな状گが起こりえて、ࢮまたは重傷をটく可能性があります。

取扱いをޡった場合に、人的損傷をটく可能性があります。

本体記載の注意Ϛーク（　）は、本機器の取扱いをޡった場合にݥةな状گを引き起こす可能性がある
ことをࣔします。ײ電、火災、ޡ動作および本機器の損傷につながる可能性があります。

次のような場所では使用しないでください。ޡ動作やण命下につながることがあります。

・प囲Թが、ɻ 5 ʙ ʴ55 ˆ の範囲を超える場所
・ฏۉԹが、ɹ 35 ˆ を超える場所
・प囲࣪が、30 ʙ 85 %RH を超える場所または݁࿐する場所
・́ こり、৯性Ψス ˞、Ԙ、༉Ԏのଟい場所
˞ѥེࢎΨス、アϯϞχアΨス、ེ Խ水ૉΨス、ԘૉΨスなどのۚଐやプラスνックなどを৵すΨス

・ৼ動、িܸの加わる場所
・Ӎ、水ణのかかる場所
・ޫのあたる場所
࣓、い༠ಋϊΠζ、電界ڧ・ 界などの発生する場所
・外དྷϊΠζのଟい場所
・ඪߴが、2,000 m を超える場所
・ۚ ଐยや鉄ค、ಋ電性物質がඈࢄする場所

・安全のため、本機器の取け、ଓ、使用および保守点ݕは、電ؾ工事、電ؾઢなどのઐの技術を
。った人が正しく実施してください࣋
・本機器は、ۚ ଐύωル取け用計器です。ۚ ଐύωルの൫へ取けてご使用してください。
・取ける൫は、本機器の子部やॆ電部にૢ作者が容қに৮れない構造としてください。
・取けύωルの内側（電൫の内側など）は、ઐ的なࣝを࣋った人だけがۙしಘるものであり、
保ޢの対象からは除外されます。
・ਖᆍ、খなどは、৮不ྑ、たいੵと࣪ٵに伴うઈԑ下などの不具合を発生します。また、ಋ電性の
คのු༡するง囲ؾでは、製品のޡ動作、ઈԑྼԽなどの不具合が時間で発生します。この場合、
製品をີด構造の൫にऩ納するなどの対ࡦが必要です。ただし、൫内のԹが上ঢする場合は、
それに対する対ࡦが必要です。

測定ΧテΰϦ ᶙ

Ԛછ 2

保ޢڃ（IPίード） IP40 相当（൫取け状態において൫໘に対する）

なお、「 」に記載した事項でも、状گによっては重大な݁Ռに݁びつく可能性があります。
いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

取付け・接続に関する事項

通電中はଓ子などのॆ電部に৮れないでください。ײ電事故や火災、機器故障、ޡ動作などの
原因となります。

・本機器の取け工事およびଓを行う際は、必ず無通電状態で行い、׆ઢ作業はしないでください。
。電事故や火災、機器故障などの原因となりますײ

・ۚ ଐύωルおよび保ޢ地子は必ず地してください。地はDछ地（地抗100 Њ 以下）で
行ってください。

・ओ電ݯ回࿏にଓして使用される場合は、外部に適切なώϡーζを入れてご使用ください。
・ଓはଓਤをेに確認のうえ行ってください。不適切なଓは、ײ電事故や火災、機器故障などの
原因となります。

・1つの子に3本以上の電ઢをకけないでください。不全৮による発、火災の原因になります。
・ઢ了後、ઢれおよびޡઢがないか必ずご確認ください。ײ電事故や火災、機器故障などの
原因となります。

・電ઢ、圧ண子は適合条件に合கしたものをご使用ください。不適切な電ઢ、圧ண子を使用すると、
発による火災、動作不ྑの原因となります。

・Ͷじは、కけ後、కけれがないか必ずご確認ください。కけれは、ײ電事故や火災、機器故障
などの原因となります。

・本機器をߴい所からམとさないよう注意してください。མとしてදࣔ部（LCD）にͻびが入った場合は、
දࣔ部（LCD）のӷ体に৮れたり、口に入れたりしないでください。৮れた場合は、ただͪにੴけん水で
ચい流してください。

・本機器に切คやઢクζなどの異物が入らないように注意してください。ײ電事故や火災、機器故障などの
原因となります。
・NC子にはଓをしないでください。
・ઈԑڑが不する場合またはۚଐยམ下による絡・地絡事故防ࢭのため、子部のॆ電࿐出部は
　テーϐϯά・ઈԑνϡーϒなどでඃ෴してください。
・電ઢඃ෴ണ長は適正な長さとしてください。長す͗るとྡの電ઢとシϣートするおそれがあります。
またす͗ると電ઢのቕ合がѱくなり৮不ྑとなるおそれがあります。
・子ઢ時、ڧい力でઢを引張ると、機器故障などの原因となります。
・よりઢを使用する場合は、ਊઢのͻげによるྡۃの絡にご注意ください。
・取けおよびଓがऴわったら必ず入力子、出力子Χバーを取けてください。
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安全のために必ず守ること

使用前の準備に関する事項

使用方法に関する事項

（1）定֨の確認
定֨範囲についての詳細は、取扱説明書をࢀরください。

本機器にଓする回࿏が、定֨範囲内であることをご確認ください。定֨範囲外でご使用すると、
。電事故や火災、機器故障などの原因となりますײ

（2）保ޢシートについて
機器前໘のΧバーにΩζ防ࢭのため保ޢシートをషっています。取けやઢ工事、設定時は、保ޢシートをషけた
状態で行い、運転։࢝時にはがしてお使いください。はがす際、੩電ؾの発生によりදࣔ部（LCD）が点౮することが
ありますが、異常ではありません。しばらくするとࣗવ์電によりফ౮します。

（3）設定について
本機器を使用する前に本機器の設定が必要です。設定をޡると正しく動作しません。
また、Ϙλϯૢ作による設定中にఀ電が発生した場合、正しく設定されません。෮電後、再設定を行ってください。

（4）電圧試ݧ、ઈԑ抗試ݧ
本試ݧを不用意に行うと機器をഁ損することがありますので、次の事項をお守りください。

■電圧試ݧ（用प電圧）

試験箇所 内容

全子一ׅ ˞1 ʕ 外ശ（アース）˞ 2 間
電流入力・電圧入力子一ׅ ʕ 補ॿ電ݯ・外部スΠッν子一ׅ間
電流入力・電圧入力・補ॿ電ݯ・外部スΠッν子一ׅ ʕ 入出力子 ˞3 一ׅ間
電圧入力子一ׅ ʕ 電流入力子一ׅ間

AC 2,000 V（50 / 60 Hz）
1間

AC 2,210 V（50 / 60 Hz）
5ඵ間

アφϩά出力子一ׅ ʕ ใ出力子一ׅ間ܯ
ύルス出力子一ׅ ʕ ใ出力子一ׅ間ܯ
アφϩά出力子一ׅ ʕ ύルス出力子一ׅ間
σδλル入力子 ˞4 一ׅ ʕ ใ出力子一ׅ間ܯ
ใ出力子一ׅܯ ʕ 通৴子間

AC 1,500 V（50 / 60 Hz）
1間

˞1ɿ全子一ׅは、アφϩά出力子、通৴子、σδλル入力子を除きます。
˞2ɿ外ശ（アース）は、地子FG、取けスλッド、通৴子FGをࣔします。
˞3ɿ入出力子は、アφϩά出力子、ύルス出力子、ܯใ出力子、通৴子、σδλル入力子をࣔします。
˞4ɿσδλル入力子は、ME110GR-BH、ME110GR-CHおよびME110GR-MBHのDI1 ʙ DI3子をࣔします。

■ઈԑ抗試ݧ
試験箇所 内容

上記、電圧試ݧ（用प電圧）と同一Օ所
DC 500 V ҹ加
10 MЊ 以上

使用時はॆ電部に৮れないようにご注意ください。ײ電事故や火災、機器故障などの原因となります。

・本書に記載の定֨範囲内でご使用ください。定֨範囲外でのご使用は、ޡ動作または故障の原因となるだけ
でなく、発火、焼損のおそれがあります。
・本機器を解、改造して使用しないでください。ײ電事故や火災、機器故障、ޡ動作などの原因となります。
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使用前の準備に関する事項

使用方法に関する事項

（1）定֨の確認
定֨範囲についての詳細は、取扱説明書をࢀরください。

本機器にଓする回࿏が、定֨範囲内であることをご確認ください。定֨範囲外でご使用すると、
。電事故や火災、機器故障などの原因となりますײ

（2）保ޢシートについて
機器前໘のΧバーにΩζ防ࢭのため保ޢシートをషっています。取けやઢ工事、設定時は、保ޢシートをషけた
状態で行い、運転։࢝時にはがしてお使いください。はがす際、੩電ؾの発生によりදࣔ部（LCD）が点౮することが
ありますが、異常ではありません。しばらくするとࣗવ์電によりফ౮します。

（3）設定について
本機器を使用する前に本機器の設定が必要です。設定をޡると正しく動作しません。
また、Ϙλϯૢ作による設定中にఀ電が発生した場合、正しく設定されません。෮電後、再設定を行ってください。

（4）電圧試ݧ、ઈԑ抗試ݧ
本試ݧを不用意に行うと機器をഁ損することがありますので、次の事項をお守りください。

■電圧試ݧ（用प電圧）

試験箇所 内容

全子一ׅ ˞1 ʕ 外ശ（アース）˞ 2 間
電流入力・電圧入力子一ׅ ʕ 補ॿ電ݯ・外部スΠッν子一ׅ間
電流入力・電圧入力・補ॿ電ݯ・外部スΠッν子一ׅ ʕ 入出力子 ˞3 一ׅ間
電圧入力子一ׅ ʕ 電流入力子一ׅ間

AC 2,000 V（50 / 60 Hz）
1間

AC 2,210 V（50 / 60 Hz）
5ඵ間

アφϩά出力子一ׅ ʕ ใ出力子一ׅ間ܯ
ύルス出力子一ׅ ʕ ใ出力子一ׅ間ܯ
アφϩά出力子一ׅ ʕ ύルス出力子一ׅ間
σδλル入力子 ˞4 一ׅ ʕ ใ出力子一ׅ間ܯ
ใ出力子一ׅܯ ʕ 通৴子間

AC 1,500 V（50 / 60 Hz）
1間

˞1ɿ全子一ׅは、アφϩά出力子、通৴子、σδλル入力子を除きます。
˞2ɿ外ശ（アース）は、地子FG、取けスλッド、通৴子FGをࣔします。
˞3ɿ入出力子は、アφϩά出力子、ύルス出力子、ܯใ出力子、通৴子、σδλル入力子をࣔします。
˞4ɿσδλル入力子は、ME110GR-BH、ME110GR-CHおよびME110GR-MBHのDI1 ʙ DI3子をࣔします。

■ઈԑ抗試ݧ
試験箇所 内容

上記、電圧試ݧ（用प電圧）と同一Օ所
DC 500 V ҹ加
10 MЊ 以上

使用時はॆ電部に৮れないようにご注意ください。ײ電事故や火災、機器故障などの原因となります。

・本書に記載の定֨範囲内でご使用ください。定֨範囲外でのご使用は、ޡ動作または故障の原因となるだけ
でなく、発火、焼損のおそれがあります。
・本機器を解、改造して使用しないでください。ײ電事故や火災、機器故障、ޡ動作などの原因となります。

故障時・異常時の処置に関する事項

保守・点検に関する事項

故障時または異常時は、販売店または三菱電機システムサービス、最寄りの三菱電機担当支社へご連絡ください。

本機器から異常なԻ、षい、Ԏ、発が発生したら、ただͪに電ݯを切って使用を中ࢭしてください。

保管に関する事項

機器の更新推奨時期について

保守点ݕ時は次の事項をお守りください。お手入れの内容については、取扱説明書の「10 お手入れ」をࢀরしてください。
また、点ݕの内容については、取扱説明書の「12 定期点ݕのおͶがい」をࢀরしてください。

保守点ݕは必ず無通電状態で行ってください。ײ電事故や火災、機器の故障、ޡ動作などの原因となります。

保管方法については、取扱説明書の「11 保管のしかた」をࢀরしてください。
長期間保管する場合は次のような場所で行わないでください。

・प囲Թが、ɻ 20 ʙ ʴ60 ˆ の範囲を超える場所
・ฏۉԹが、ɹ 35 ˆ を超える場所
・प囲࣪が、30 ʙ 90 %RH を超える場所または݁࿐する場所
・́ こり、৯性Ψス ˞、Ԙ、༉Ԏのଟい場所
　˞ѥེࢎΨス、アϯϞχアΨス、ེ Խ水ૉΨス、ԘૉΨスなどのۚଐやプラスνックなどを৵すΨス
・ৼ動・িܸの加わる場所
・Ӎ、水ణのかかる場所
・ޫのあたる場所
࣓、い༠ಋϊΠζ、電界ڧ・ 界などの発生する場所
・ۚ ଐยや鉄ค、ಋ電性物質がඈࢄする場所

保管のため本機器を取外す際は、必ず無通電状態で行ってください。ײ電事故や火災、機器の故障などの
原因となります。

使用状گにもよりますが、10を安としてߋ৽をおનめします。  

廃棄に関する事項
本機器は、ഇغ物のॲ理ٴびਗ਼に関する法（ഇغ物ॲ理法）にしたがって適正にॲ理してください。
本機器に電は使用しておりません。
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保証について

ご使用に際しましては、以下の機器保証内容をご確認いただきますよう、お願いいたします。
ご不明な点がある場合や故障時は、販売店または三菱電機システムサービス、最寄りの三菱電機担当支社へご連絡ください。

■無償保証期間と無償保証範囲

無償保証期間中に、製品に当社側の責任による故障や瑕疵（以下併せて「故障」と呼びます）が発生した場合、当社はお買い上げいただきました
販売店または当社サービス会社を通じて、無償で製品を修理させていただきます。
ただし、国内および海外における出張修理が必要な場合は、技術者派遣に要する実費を申し受けます。

【無償保証期間】
製品の無償保証期間は、お客様にてご購入後またはご指定場所に納入後12か月とさせていただきます。
ただし、当社製品出荷後の流通期間を最長6か月として、製造から18 か月を無償保証期間の上限とさせていただきます。また、修理品の無償保証
期間は、修理前の無償保証期間を超えて長くなることはありません。

【無償保証範囲】
（1）一次故障診断は、原則としてお客様にて実施をお願いいたします。

  ただし、お客様の要請により当社、または当社サービス網がこの業務を有償にて代行することができます。
この場合、故障原因が当社にある場合は無償といたします。

（2）使用状態、使用方法および使用環境などが、取扱説明書、製品本体注意ラベルなどに記載された条件、注意事項などにしたがった正常な
  状態で使用されている場合に限定させていただきます。

（3）無償保証期間内であっても、以下の場合には有償修理とさせていただきます。
  ①お客様における不適切な保管や取扱い、不注意、過失などにより生じた故障およびお客様のハードウェアや選定など設計内容に起因した故障。
  ②お客様にて当社の了解なく製品に改造などの手を加えたことに起因する故障。
  ③当社製品がお客様の機器に組み込まれて使用された場合、お客様の機器が受けている法的規制による安全装置または業界の通念上
　　  備えられているべきと判断される機能・構造などを備えていれば回避できたと認められる故障。

  ④取扱説明書などに記載された保守がなされていれば防げたと認められる故障。
  　⑤火災、異常電圧などの不可抗力による外部要因および地震、雷、風水害などの天変地異による故障。

  ⑥当社出荷当時の科学技術の水準では予見できなかった事由による故障。
  ⑦その他、当社の責任外の場合またはお客様が当社責任外と認めた故障。

■機会損失、二次損失などへの保証責務の除外

無償保証期間の内外を問わず、以下については、当社責務外とさせていただきます。
（1）当社の責に帰すことができない事由から生じた障害。
（2）当社製品の故障に起因するお客様での機会損失、逸失利益。
（3）当社の予見の有無を問わず特別の事情から生じた損害、二次損害、事故補償、当社製品以外への損傷。
（4）お客様による交換作業、交換に伴う立会い作業や現地機械設備の再調整、立上げ試運転その他の業務など二次的に発生した費用の補償。

■製品の適用について

（1）本製品をご使用いただくにあたりましては、万一製品に故障・不具合などが発生した場合でも重大な事故にいたらない用途であること、および故障・
      不具合発生時にはバックアップやフェールセーフ機能が機器外部でシステム的に実施されていることをご使用の条件とさせていただきます。
（2）本製品は、一般工業などへの用途を対象とした汎用品として設計・製作されています。したがいまして、以下のような機器・システムなどの特殊  
      用途へのご使用については、適用を除外させていただきます。

  ①各電力会社殿の原子力発電所およびその他発電所向けなどの公共への影響が大きい用途
②鉄道各社殿および官公庁殿など、特別な品質保証体制の構築を当社にご要求になる用途

  ③航空宇宙、医療、鉄道、燃焼・燃料装置、乗用移動体、有人搬送装置、娯楽機械、安全機械、サーバーやその冷却用途の空調設備など生命、
         身体、財産に大きな影響が予測される用途

  万一使用された場合は当社として本取扱説明書に記載された製品の品質、性能、安全に関る一切の責任（債務不履行責任、瑕疵担保責任、品
     質保証責任、不法行為責任、製造物責任を含むがそれらに限定されない）を負わないものとさせていただきます。ただし、上記の用途であっても、
     具体的に使途を限定すること、設備側でバックアップやフェールセーフ機能を有することにより、特別な品質（一般仕様を超えた品質など）を
    ご要求されないことなどを条件に、当社の判断にて本製品の適用可とする場合もございますので、詳細につきましては当社窓口へご相談ください。

■その他
本書の内容の一部または全部を当社の許可なく転載または複製することにより引き起こされる損害などの補償は対象外となりますので、ご了承くだ
さい。
本書の記載内容は、ソフトウェア、ハードウェアの改訂に追従するよう努力しておりますが、やむなく同期できない場合も生じます。





FACTORY AUTOMATION

三菱電子式マルチ指示計器
ME110Gシリーズ

2024年11月作成Y-0812 2411(MEE) この印刷物は2024年11月の発行です。なお、お断りなしに仕様を変更することがありますのでご了承ください。

三菱電子式マルチ指示計器 ME110Gシリーズ

すぐ欲しい、今使いたいを、即注文!「三菱電機FAソリューションWeb Shop」
お客様のものͮくりをトーλルでご支ԉするศ利なウェϒシϣップです。FA製品のখ口・
でのご注จだけでなく、ものͮくりやಇき方の変Խに対Ԡしたサービス・トϨーχϯάٸۓ
スクールもごఏڙします。https://fa-webshop.MitsubishiElectric.co.jp/

三菱電機のF�'!DUPSZίϯセプトは'"技術と*5技術を׆用して։発費用の
生産性の向上および保守の改ળにより、ʠ一าઌを行くʡものͮくりを指す、ݮ
ことです。このίϯセプトはF�'!DUPSZ アラΠアϯスύートφーによってサϙート
され、ソフトウΤア、機器とシステムΠϯテάϨーシϣϯをแׅし最適Խされた
F�'!DUPSZアーΩテクνϟーにより、ΤϯドϢーβーのχーζと、より合理的な
ࢿプラϯをຬたします。

お問い合わせは下記へどうぞ

電話技術相談窓口

お問い合わせの際には、ࠓ一電൪߸をお確かめの上、おֻけ間ҧいのないようお願いகします。

三菱電機FAサイト

安全に関するご注意
● 本カタログに記載された製品を正しくお使いいただくため、ご使用の前に必ず「取扱説明書」をよくお読みください。
● 安全のため接続は電気工事、電気配線などの専門技術を有する人が行ってください。

ご࠾用に際してのご注意
● 本製品を、原子力用、電力用、航空宇宙用、医療用、乗用移動体用の機器あるいはシステムなど特殊用途への適用をご検討の際には、当社の営業担当窓口までご照会ください。
● 当社の責に帰すことができない事由から生じた損害、当社製品の故障に起因するお客様での機会損失、逸失利益、当社の予見の有無を問わず特別の事情から生じた損害、
二次損害、事故補償、当社製品以外への損傷およびその他の業務に対する補償については、当社は責任を負いかねます。

他社ඪについて
● iPhone は、Apple Inc. の米国およびその他の国における登録商標です。iPhone の商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
● App Store は、Apple Inc. のサービスマークです。
● MODBUS は、Schneider Electric USA Inc. の登録商標です。
● その他、記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。
● 本文中で、“TM”、“®”などの商標記号は明記していない場合があります。

〒110-8310 東京都千代田区丸の内2-7-3（東京ビル）

対象機छ 電൪߸ 受時間

電力管理用計器 電力ྔ計/スϚートϝーλー /計器用変器/指ࣔ電ؾ計器/管理用計器/λΠムスΠッν 052-719-4556
月༵ʙ༵ۚ 9ɿ00ʙ19ɿ00
༵・ॕ 9ɿ00ʙ17ɿ00
（य़ق・Նق・࢝のٳを除く）

本社機器営業第一部（関東・甲信地区） 〒110-0016 東京都台東区台東1-30-7（秋葉原アイマークビル3Ｆ）  (03) 5812-1353
本社関越機器営業部（新潟地区） 〒950-8504 新潟市中央区東大通2-4-10（日本生命新潟ビル8F）  (025) 241-7227
北海道支社 〒060-0042 北海道札幌市中央区大通西３-11（北洋ビル）  (011) 212-3789
東北支社 〒980-0013 宮城県仙台市青葉区花京院1-1-20（花京院スクエア）  (022) 216-4554
北陸支社 〒920-0031 石川県金沢市広岡3-1-1（金沢パ -クビル）  (076) 233-5501
中部支社 〒450-6423 愛知県名古屋市中村区名駅3-28-12（大名古屋ビルヂング22Ｆ）  (052) 565-3341
豊田支店 〒471-0034 愛知県豊田市小坂本町1-5-10（矢作豊田ビル）  (0565) 34-4112
関西支社 〒530-8206 大阪府大阪市北区大深町4-20（グランフロント大阪タワーＡ）  (06) 6486-4096
中国支社 〒730-8657 広島県広島市中区中町7-32（ニッセイ広島ビル）  (082) 248-5296
四国支社 〒760-8654 香川県高松市寿町1-1-8（日本生命高松駅前ビル）  (087) 825-0072
九州支社 〒810-8686 福岡県福岡市中央区天神2-12-1（天神ビル）  (092) 721-2243
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